
令和 7年度(第 81回)「農業技術功労者表彰」にて、岐阜県畜

産研究所 養豚・養鶏研究部 吉岡豪(よしおか ごう)氏が 

農林水産技術会議会長賞を受賞しました。 

国産純粋種豚改良協議会会員、岐阜県畜産研究所 養豚・養鶏研究部  

吉岡豪主任専門研究員が、令和 7年度(第 81回)「農業技術功労者表彰」に

て、農林水産技術会議会長賞を受賞されました。 

この賞は、農業その他関連産業に関する研究開発において、農業技術の 

研究・普及指導や農業経営関係に関する研究・改善指導に顕著な功績があっ

た方を対象に表彰されます。今年度は 5名対象となり、吉岡氏はそのうちの

1名として表彰されました。 

吉岡氏は抗病性を改良したデュロック種豚ボーノブラウンの開発と普及につ

いて業績を認められ、この度表彰されました。 

 次頁に詳細資料を掲載しました。(農林水産技術会議ホームページ 添付資

料 (資料 1)農業技術功労賞の業績概要及び評価のポイント より抜粋) 

 

 養豚農業は疾病との闘いと言われるほど、疾病対策が重要です。特に昨今

は、近隣諸国でのアフリカ豚熱の発生、国内では豚熱ほか、PRRSなどの発

生も続いています。 

 「肉の旨さは健康から。内臓が美味ければ、肉も旨い!!」と語る生産者もいま

すが、高能力を十分に発揮できる健康で丈夫で長持ちの種豚はこれからもっ

とニーズが高まると考えられます。協議会も岐阜県の研究取組を応援してい

ます!! 

 

 

  

おめでとうございます!! 

令和 7年度通常総会後の講演もしていただきました 



 


